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Linguistics Expression of“Boku Shoujo”
──The Relation Between“Attributive Expression”and Role Language──
NISHIDA Takamasa
Abstract :“Boku Shoujo”is a female character presented in the first person narrative. This character has the
appearance, personality and behavior of a boy.“Orekko”，another character similar to“Boku Shoujo”，has
some similar traits.“Boku Shoujo”exists mostly in the worlds of manga and anime. The linguistic expression
of“Boku Shoujo”can be considered to be an“attributive expression”with regular use. It can exist on the
assumption of the existence of a boy presented as“Boku”.“Boku Shoujo”must be examined not only as an
“attributive expression”but also in relation to other characters that use the first person narrative as role lan-
guage.



















































７）アニメ化は，テレビアニメ全 13話（監督中村隆太郎・制作 A. C. G. T, 2003年 4月～7月），映画『キノの旅 何かをする
ために－life goes on－』（監督渡辺高志・制作 A. C. G. T, 2005年 2月封切），『キノの旅 病気の国－for you－』（監督中村
隆太郎・制作シャフト，2007年 4月封切）。

















（『キノの旅』①メディアワークス 2000年 7月 pp.11−13）＊下線は稿者による


































































１１）『別冊ヤングマガジン』掲載（2002年 4月～2003年 10月，他に読切等）全 1巻。アニメ化は，OVA 全 3巻（2006年 3月
～2007年 3月）と追加 3話との DVD−box（2008年 1月），テレビアニメ全 13話（2008年 10月～12月），いずれもアニ 




平川「あっはっは」「またボクの勝ちだね」 （『今日の 5の 2』講談社 2003年 11月 p.24）
（11）（平川が 3人で 1本の傘にはいったとき）







は，主人公の南家三姉妹とは別の南家 4人兄妹 4番目の妹で，小学校 5年生である。3人の兄と一緒にそだった
ために，男っぽい性格でサッカーが得意13），ことばづかいもやや乱暴である。
（12）冬馬「じゃあ今日からオレは男だ さあこい！」 （『みなみけ』③講談社 2006年 11月 p.12）






















１２）『週刊ヤングマガジン』掲載中（講談社 2004年 4月～），①～⑧（刊行中）。テレビアニメは，『みなみけ』全 13話（監督
大田雅彦・制作童夢，2007年 10月～12月），『みなみけ～おかわり～』全 13話（監督細田直人・制作アスリード，2008年
1月～3月），『みなみけ～おかえり～』全 13話（監督及川啓・制作アスリード，2009年 1月～3月）。



















































（折戸マリ’s Blog NANO MECHA 2010年 12月 2日記事）
折戸マリは，（18）のように，1人称に「ボク」を使用する声優として，しられており，SONY 製のポータブル
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